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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○旅行消費額で見ると、宿泊旅行によるものが日帰り旅行によるものと比べて著しく大きい。そのため、宿泊旅行の活性化が観光消費額の伸張の鍵となる。
○訪日外国人の旅行消費額は、前年度比２０．２％の大幅増となっており、消費全体額に占める割合は無視できない規模となっている。
○旅行消費額２３．５兆円の我が国経済にもたらす生産波及効果・付加価値誘発効果・雇用誘発効果は非常に大きいものである。
※なお、「海外旅行（国内分）」とは、海外旅行の際のカメラ購入費用や空港への移動費用等の国内消費額を指す。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○旅行消費額は、「交通・宿泊・飲食等」の観光に直接関係する産業に対して大きな生産波及効果を示すのみならず、農林水産業や食料品・小売業等の幅広い産業に対して大きな生産波及効果を及ぼしている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○交流人口の経済効果を分かりやすくイメージするための試算。
○定住人口１人あたりの消費額と、旅行者１人１回あたりの消費額を比較し、人数で換算。
○定住人口の減少は不可避だが、交流人口を拡大すれば地域経済を同一規模に保つことが可能。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○日本全国の観光地づくりの事例集を観光部門と事業総括調整官室で作成し、「地域いきいき観光まちづくり１００」として平成１８年８月に公表。
○観光地づくりに取り組む人々に参考事例として頂くことが目的。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○日本全国の観光地づくりの事例集を観光部門と事業総括調整官室で作成し、「地域いきいき観光まちづくり１００」として平成１８年８月に公表。
○観光地づくりに取り組む人々に参考事例として頂くことが目的。
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